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て，2014年より現職。博士（教育
学）。専門は社会心理学・文化心理
学・認知心理学。
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　幸いなことに，私は二つのフェ
ローシップのオファーを同時期に
いただきました。一つは民間のア
クサ財団のポスドク用のフェロー
シップで，神戸大学を受け入れ先
として申請したものでした。もう
一つは日本学術振興会の海外特別
研究員という制度で，ヴァージニ
ア大学を受け入れ先として申請し
たものでした。しかし，どちらの
フェローシップも同時に受給する
ことはできないので，どちらかを
選ばないといけません。「海外に
長期滞在できる機会は就職前の今
しかないだろう」という現実的な
問題と，「一度しかない人生なら
広い世界を見てみたい」という好
奇心，さらには神戸大学の先生方
の優しい励ましと後押しを得て，
ヴァージニア大学での研究生活を
始めることにしました。
　ヴァージニア大学心理学部の社
会心理学コースは，ティム・ウィ
ルソン，ジェリー・クローア，ブラ
イアン・ノゼックという社会心理
学の各分野の著名人が在籍する，
全米でもトップクラスのコースで
す。その中のひとりが，私の受け
入れ教員である大石繁宏先生で
した。大石先生は，社会環境や自
然環境がどのように人のこころに
影響するのか，そしてそのような
影響を受けた人のこころがどのよ
うに環境に影響し返す
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のかを検討
し，環境とこころの相互作用過程
を明らかにしようとする社会生態
学的アプローチの第一人者です。
私の研究関心はまさしく社会生態
学的アプローチにあったため，大
石先生のもとで研究を進めること

は非常に良い機会であり，議論や
共同研究を通じてさまざまな素晴
らしい知的経験を得ました。
　大石先生の研究の特徴のひとつ
は，オリジナリティあふれる調査
や実験です。たとえばある論文で
は，幸福感の意味の歴史的な遷移
について「辞書での記述を調べ
る」という方法を，また他の論文
では向社会的行動の指標として

「地域の環境保全のための寄付が
できる車のプレートの売れ具合を
調べる」という面白い方法をとっ
ています。実際，先生のゼミで
も，「これを調べてみれば？」と
思いもかけない調査対象がぽんぽ
ん出てきますし，「こういうデー
タがある」と自分の知っている
データを教えてくださいます。先
生の発想の自由さにつられて，ゼ
ミに参加している院生たちからも
豊富にアイデアが出てきていたの
も印象的でした。
　また，大石先生の研究のスピー
ドは非常に速く，彼には1日36時
間あるのでは，と思うほどでした。
論文の処理スピードは特に速く，

「2週間で返す」と言われた論文
が2日で返ってきて，「締切を逆
方向に破るとは！」と焦ったこと
もあります。話を聞いていると，
仕事の順位のつけ方のうまさと，
切り替えの早さがポイントのよう
なのですが，結局，その秘訣はわ
かりませんでした。今のところ，
大石先生を真似して，私のパソコ
ンでは常に論文のワードファイル
が開きっぱなしになっています。
　そのほか，「世界はつながって
いること」を意識できたことは，

海外の研究生活の中で得た一番
大きな経験だったように思いま
す。当然じゃないか，と思われる
かもしれませんが，渡米以前の
私 に と っ て，NatureやScience，
Psychological ReviewやJPSPな
どの分野内外の一流誌は，どこか

「自分とは別の世界に住む誰かが
書いたもの」という印象でした。
しかしヴァージニア大学の心理学
部では，院生が一流誌に論文を投
稿し，実際に掲載されるのが日常
でした。もちろん言語のアドバン
テージは大きいと思います。た
だ，そうした一流誌に論文を書く
ことは別に異世界の出来事ではな
く，自分の進む道の先に確実にあ
る選択肢のひとつであることを改
めて認識できたように思います。
　もちろん海外での生活には大
変なことも多かったのですが，
ヴァージニア大学への滞在は非
常に刺激的で実りの多いもので
した。世界の広さと狭さを胸に，
チャレンジする気持ちを常に持っ
て，今後の研究生活も進めていき
たいと考えています。


